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亀
澤
亀
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初初
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享享
年

 68 68
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令
和
５
年
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月
18
日
（
常
盤
平
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盤
平
地
区
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今
井
今
井 

公
行行
様 

享
年

 
歳 

令
和
５
年
1111
月
2121
日
（
常
盤
平

常
盤
平
地
区
）

担
当
地
区
を
見
守
る
た
め
に

　

地
域
に
お
い
て
、
様
々
な
相
談
を
受
け

る
民
生
委
員
で
す
が
、
見
守
り
対
象
者
が

突
然
体
調
を
崩
し
、
十
分
な
用
意
も
で
き

ず
に
、
入
所
・
入
院
等
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
住
居
は
さ
び
れ
て
草

だ
ら
け
に
な
り
、
外
来
生
物
の
被
害
も
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
、
松
戸
市
で
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
、
疑
問
に
思
い
、

住
宅
政
策
課
空
家
活
用
推
進
室
と
環
境
政

策
課
で
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
。

【
空
家
】

　
　

住
宅
政
策
課

　
　

空
家
活
用
推
進
室

（04
7
-
3
6
6
-
7
3
6
6

）

　

松
戸
市
内
に
は
、
現
在
市
が
把
握
し
て

い
る
だ
け
で
も
約
１
５
０
０
件
の
空
家
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
左
上
の
図
の
よ

う
な
手
順
で
対
応
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

空
家
と
い
っ
て
も
所
有
者
に
管
理
義
務

が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
所
有
者
自
身

で
対
応
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
助
言
・
指

導
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

【
外
来
生
物
】　

　

環
境
政
策
課

　

（04
7
-
3
6
6
-
7
0
8
9

）

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
は
空
家
に
棲
み
つ
く
の

で
、
空
家
問
題
と
切
っ
て
も
切
れ
ま
せ
ん
。

特
定
外
来
生
物
（
ア
ラ
イ
グ
マ
）
は
市
で
駆

除
で
き
ま
す
が
、
外
来
生
物
（
ハ
ク
ビ
シ

ン
）
は
市
で
駆
除
で
き
な
い
の
で
、
家
に

入
ら
れ
た
ら
追
い
払
う
だ
け
と
な
り
ま
す
。

燻
製
殺
虫
剤
等
で
あ
ぶ
り
出
し
た
す
き
に
、

出
入
り
に
使
っ
て
い
る
家
の
穴
を
ふ
さ
ぐ

方
法
が
有
効
と
の
こ
と
で
す
。
千
葉
県
害

虫
防
除
協
同
組
合
（0

4
3
-
2
2
1
-
0
0
6
4

）

は
外
来
生
物
も
駆
除
で
き
ま
す
が
、
費
用

が
か
な
り
か
か
る
そ
う
で
す
。
一
軒
の
空

家
に
ア
ラ
イ
グ
マ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ネ
コ
、

ネ
ズ
ミ
が
出
入
り
し
て
い
た
例
も
あ
る
の

で
、
お
互
い
牽
制
し
て
減
る
こ
と
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
家
に
入
ら
れ
な
い
よ
う
穴

を
ふ
さ
ぐ
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
登
る
木
な
ど

の
足
場
を
つ
く
ら
な
い
、
食
べ
物
や
生
ゴ

ミ
を
放
置
し
な
い
な
ど
の
対
策
も
効
果
的

と
の
こ
と
で
す
。

地
域
か
ら
の
情
報
が
重
要

　

市
で
把
握
し
切
れ
て
い
な
い
空
家
は
、

地
域
住
民
の
情
報
提
供
が
最
初
の
一
歩
で

す
。
所
有
者
は
固
定
資
産
税
納
税
者
の
情

報
に
よ
り
特
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
民
生
委

員
が
知
っ
て
い
る
個
人
情
報
は
、
逆
に
市

に
伝
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
空
家
の
所
在

地
と
現
在
の
状
況
の
情
報
だ
け
で
十
分
で
す
。

　

民
生
委
員
と
し
て
は
、
見
守
り
対
象
者

が
お
元
気
な
う
ち
か
ら
、
住
ま
い
の
お
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
無
料
相
談
先
や
役
所

の
担
当
課
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

見
守
り
地
域
で
の
空
家
問
題
に
つ
い
て

戸定邸敷地内から富士山（夕景）

（画像提供：松戸市戸定歴史館）

　
　
　
　

取
材
を
終
え
て

　

今
回
の
取
材
を
契
機
に
、
自
分
で
も
４

件
ほ
ど
ご
近
所
の
情
報
を
提
供
し
て
み
ま

し
た
（
匿
名
で
も
Ｏ
Ｋ
）
。
電
話
口
で
、

す
ぐ
さ
ま
地
図
を
開
き
場
所
を
特
定
し
、

現
地
確
認
を
し
て
く
れ
る
と
約
束
が
あ
り

ま
し
た
。
簡
単
に
解
決
で
き
る
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
推
移
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

いち
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（松戸市役所福祉政策課地域福祉担当室　047-366-3019）

【
訃 

報
】 

謹
んん
で
お
悔
やや
み
申
しし
上
げげ
ま
す 

大
野 

田
づづ
様 

享
年
74
歳 

令
和
５
年
７
月
１
日
（
明
第
一
地
区
）

　

広
報
委
員
と
な
っ
て
２
号
目
の
編
集
が
終

わ
り
ま
し
た
。
全
体
的
に
も
、
手
際
が
良
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

市
役
所
に
取
材
と
い
う
貴
重
な
体
験
も
で

き
、
有
難
い
こ
と
で
し
た
。　

（
Ａ
）

編
集
後
記

“絆”ふたたび

戸定邸敷地内から富士山を望む
（画像提供：松戸市戸定歴史館）

※

勧
告
を
受
け
た
空
家
等
の
敷
地
は
、
住
宅
用
地
に
対
す
る

　

特
例
か
ら
除
外
さ
れ
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
が

　

上
が
り
ま
す
。

今号の内容
　◎全体研修会・松戸市長感謝状贈呈式
　◎第73回社会を明るくする運動
　◎中堅研修会
　◎部会・連絡会紹介／高齢者部会
　◎地区民児協紹介
　　「明第三・高木・常盤平団地・小金原」
　◎民生委員の役割を深く知ろう！
　　生活支援課／危機管理課

　◎空家問題について
　　住宅政策課空家活用推進室／環境政策課

　◎編集後記



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
へ
の
協
力
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　

市
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

全
体
研
修
会
・
松
戸
市
長
感
謝
状
贈
呈
式

講演中の講師・千葉晃一氏

感謝状を手に伊藤副市長と平川会長

表彰を受けた３名の委員の皆様

　

令
和
５
年
７
月
12
日
（
水
）
森
の
ホ

ー
ル
21
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
全
体
研
修

会
・
松
戸
市
長
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
松
戸
市
長
感
謝
状
贈
呈
式
の

冒
頭
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
松
戸
市
民
生
委
員
の
多
大
な
る
貢

献
に
対
し
、
伊
藤
副
市
長
か
ら
市
民
児

協
平
川
会
長
へ
松
戸
市
長
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
（
貢
献
内
容
：
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
お
い
て
、
独
居
で
外
出
で

き
な
い
方
の
う
ち
、
接
種
を
希
望
さ
れ

る
市
民
の
方
の
名
簿
を
作
成
し
、
接
種

を
支
援
し
た
こ
と
）

　

そ
の
後
、
式
次
第
に
従
い
、
感
謝
状

贈
呈
式
に
お
い
て
在
任
７
年
以
上
の
３

名
の
方
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
二
部
、
全
体
研
修
会
の
前
半
は
、

「
い
き
い
き
安
心
プ
ラ
ン
Ⅶ
ま
つ
ど
の

概
要
～“

地
域
福
祉
計
画

“
を
踏
ま
え

て
～
」
と
し
て
、
福
祉
長
寿
部
楊
井
千

晶
部
長
の
講
演
で
し
た
。
令
和
３
～
５

年
度
の
市
の
計
画
に
つ
い
て
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
「
～
地
域
共
生
社
会
実
現
の
ヒ

ン
ト“

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ピ
ン
グ

“
～
」

と
題
し
て
、
一
般
社
団
法
人
コ
レ
カ
ラ
・

サ
ポ
ー
ト
代
表
理
事
千
葉
晃
一
氏
の
講
演

で
し
た
。
社
会
的
孤
立
の
解
決
策
と
方
向

性
を
考
え
な
が
ら
、
地
域
共
生
社
会
実
現

の
ヒ
ン
ト
を
は
じ
め
、
現
実
を
踏
ま
え
た

方
策
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

示
唆
に
富
ん
だ
お
話
を
、
今
後
の
委
員

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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令
和
５
年
７
月
22
日
（
土
）
松
戸
市
民
会
館
に

お
い
て
第
73
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
法
務
省
が
主
唱
す
る
、

犯
罪
を
な
く
し
て
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
、

す
べ
て
の
日
本
国
民
が
犯
罪
の
防
止
と
犯
罪
者
の

矯
正
お
よ
び
更
生
保
護
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

を
深
め
、
す
す
ん
で
こ
れ
ら
の
活
動
に
協
力
す
る

よ
う
に
全
国
民
に
よ
び
か
け
る
啓
発
活
動
で
す
。

松
戸
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
は
、
主
催

団
体
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
松
戸
地
区
推
進

委
員
会
」
の
構
成
団
体
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
内
閣
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
、
松
戸
市
長
挨
拶

（
石
和
田
副
市
長
代
読
）
後
、
第
72
回
（
２
０
２

２
年
度
）
松
戸
地
区
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
作
品

か
ら
、
２
作
品
が
市
内
の
中
学
生
ご
本
人
に
よ
る

朗
読
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
演
奏
家　

永

山
友
美
子
氏
に
よ
り
、
『
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ

の
演
奏
及
び
刑
務
所
等
慰
問
で
の
経
験
に
つ
い
て
』

の
演
題
で
の
ご
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
と

共
に
、
慰
問
先
で
の
経
験
が
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ

言
葉
で
語
ら
れ
ま
し
た
。
「
人
は
だ
れ
か
に
認
め

ら
れ
た
い
」
「
気
持
ち
は
伝
え
な
け
れ
ば
わ
か
っ

て
も
ら
え
な
い
」
「
素
直
な
心
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
な
ど
の
お
話
は

印
象
的
で
し
た
。
最
後
の
「
愛
の
反
対
は
無
関
心

な
の
で
す
」
と
い
う
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
言
葉
は

心
に
と
て
も
強
く
残
り
ま
し
た
。

第
73
回

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

令
和
５
年
９
月
15
日
（
金
）
柏
市
民
文

化
会
館
に
お
い
て
、
中
堅
民
生
委
員
児

童
委
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
で
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
部
健
康
学
科
松
山
毅
氏
に
よ
る
、

「
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
と
民
生
委

員
児
童
委
員
活
動
」
の
講
義
。
後
半
は

松
山
氏
、
県
民
児
協
副
会
長
山
名
恵
子

氏
、
松
戸
市
子
ど
も
部
子
ど
も
わ
か
も

の
課
長
補
佐
越
光
栄
樹
氏
に
よ
る
鼎
談

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
の
成
果
を
今
後
の
活
動

に
生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

中
堅
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
会

＊
取
材
を
終
え
て
＊

「
ま
ず
は
自
分
と
家
族
の

安
全
が
最
優
先
」
と
繰
り

返
し
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

非
常
時
ほ
ど
落
ち
着
い
て

行
動
し
た
い
も
の
で
す
。

ホームページ　X(旧Ｔwitter)      facebook

　　　　　　　　　　災害時防災情報
　　　　　　　　　　テレフォン・FAX
安全安心メール　　　サービス申込

ホームページ　X(旧Ｔwitter)      facebook

　　　　　　　　　　災害時防災情報
　　　　　　　　　　テレフォン・FAX
安全安心メール　　　サービス申込

亀
澤
初
見
さ
ん
と
の

　
　
　
　
　
　

思
い
出

　

亀
澤
さ
ん
は
、
松
戸
市
民
児
協

書
記
、
広
報
委
員
会
担
当
理
事
と

し
て
10
年
余
「
頼
り
に
な
る
相
棒
」

で
し
た
。

　

心
に
残
る
の
は
、
２
０
１
３
年

に
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
が
初
め
て
千
葉
県
で
開
催
さ
れ

た
際
、
優
良
民
児
協
と
し
て
彼
女

の
常
盤
平
地
区
と
私
の
小
金
南
部

地
区
の
２
地
区
が
表
彰
さ
れ
た
こ

と
。
彼
女
が
情
熱
を
注
が
れ
た
常

盤
平
地
区
の
「
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
T’
ｓ
ル
ー
ム
」
は
、
中
高

生
の
支
援
を
目
指
す
多
く
の
地
区

の
指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
林
桂
子

　
　

（
小
金
南
部
地
区
民
生
委
員

　
　
　

児
童
委
員
協
議
会　

前
会
長
）

　

令
和
５
年
９
月
で
、
関
東
大
震
災
か
ら

百
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
30
年
以
内
に
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
起
こ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
報
道
も
耳
に
し
ま
す
。
地
震

は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の

時
、
自
分
の
身
を
守
り
な
が
ら
、
民
生
委

員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
・
対
処
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

危
機
管
理
課
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

〇
危
機
管
理
課
の
仕
事
は
？

災
害
の
事
前
準
備

＊
災
害
の
備
え
と
し
て
、
地
域
防
災
計
画

　

や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま

　

す
。

＊
町
会
・
自
治
会
、
管
理
組
合
が
主
催
す

　

る
避
難
訓
練
・
防
災
訓
練
・
避
難
誘
導

　

訓
練
な
ど
を
一
緒
に
行
い
ま
す
。

＊
市
内
各
避
難
所
に
常
設
し
て
あ
る
防
災

　

倉
庫
の
水
や
食
料
品
な
ど
の
備
蓄
管
理

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
が
起
き
た
時

＊
震
度
５
強
以
上
や
台
風
、
大
雨
な
ど
警

　

報
が
発
令
さ
れ
た
時
に
避
難
所
の
開
設

　

の
準
備
を
し
ま
す
。
（
震
度
５
強
の
強

　

さ
と
は
、
大
半
の
人
が
恐
怖
を
覚
え
、

　

棚
か
ら
も
の
が
落
ち
る
強
さ
で
す
）

＊
市
内
の
避
難
所
は
１
０
７
か
所
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
市
の
職
員
が
赴
き
、

　

被
害
状
況
を
把
握
し
、
開
設
が
可
能
か

　

ど
う
か
、
災
害
対
策
本
部
へ
報
告
し
決

　

定
し
ま
す
。

〇
避
難
所
情
報
や
物
資
は
？

＊
避
難
所
の
開
設
に
つ
い
て
、
防
災
行
政

　

無
線
、
松
戸
市
安
全
安
心
メ
ー
ル
、
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｘ
（
旧T

w
itte

r

）
等
で
、

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
避
難
所
に
物
資
を
届
け
ま
す
。
災
害
が

起
き
た
と
き
、
業
者
か
ら
物
資
が
提
供
さ

れ
ま
す
。【
こ
の
物
資
は
、
い
っ
た
ん
南

　

部
市
場
に
搬
入
さ
れ
た
の
ち
、
各
避
難

　

所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
被
害
が
起
き
て

　

か
ら
、
３
～
４
日
か
か
り
ま
す
】

◇
避
難
所
へ
の
非
常
時
持
ち
物
◇

現
金　

預
金
通
帳　

印
鑑　

携
帯
ラ
ジ
オ

懐
中
電
灯　

衣
類(

防
寒
着
、
下
着
等)

タ
オ
ル　

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ　

マ
ス
ク

雨
具　

カ
イ
ロ　

食
料
品

水　

常
備
薬

お
薬
手
帳　

な
ど

　

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

な
ど
に
入
れ
て
、
用
意

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

☆　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、
避
難
所
の
場

所
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
担
当
地

域
の
「
避
難
行
動
要
支
援
名
簿
」
も
確
認

し
て
お
き
ま
す
。
日
頃
の
声
か
け
・
見
守

り
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
関
係
づ
く

り
を
密
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆　

高
齢
者
の
健
康
状
態
や
要
支
援
、
障

害
の
等
級
、
事
情
に
よ
り
支
援
が
必
要
な

方
な
ど
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
自

力
移
動
が
で
き
る
の
か
、
車
い
す
移
動
な

の
か
、
状
況
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

（
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
に

　

な
り
ま
せ
ん
）

☆　

災
害
時
は
民
生
委
員
も
被
災
者
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
自
分
の
身
の
安
全
を
守
り

家
族
優
先
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
、

必
要
な
人
に
声
を
か
け
ま
す
。

☆　

高
齢
者
の
安
否
確
認
と
し
て
、
避
難

が
必
要
な
場
合
は
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

☆　

必
要
に
応
じ
て
、
自
宅
へ
う
か
が
い

ま
す
。
必
ず
し
も
、
同
行
移
動
は
し
な
く

て
も
よ
い
で
す
が
、
状
況
次
第
で
は
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆　

在
宅
避
難
者
に
物
資
を
届
け
ま
す
。

避
難
所
で
生
活
が
始
ま
っ
た
場
合
は
、
開

所
施
設
で
の
様
子
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
の
情
報
収
集
手
段

１　

防
災
行
政
無
線
で
状
況
を
確
認
し
ま

　

す
。
し
か
し
、
聞
こ
え
に
く
い
場
合
や
、

　

再
確
認
し
た
い
場
合
は

　
　
　

☎0800-800-9366

　

電
話
で
確
認
。（
夕
方
の
定
時
放
送
は
非
対
応
）

２　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送

　

・
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
合
わ
せ
る
。

　

・
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す
。

　

・
地
域
の
防
災
・
生
活
情
報
を
選
択

３　

松
戸
市
か
ら
の
情
報
手
段　

赴
き
、
き
、

能
かか

し
決決

ッ
プ
で
、
避
難
所
の
場

☆　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

災１
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＊
取
材
を
終
え
て
＊

　

生
活
保
護
制
度
で
の
私
た

ち
民
生
委
員
の
役
割
を
改
め

て
確
認
で
き
ま
し
た
。
担
当

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

松戸市生活支援課　
住所　〒271-8588　松戸市根本387-5　　

　　　電話　047-366-7349

　　　fax　 047-366-1143　

e-mail mcseikatsushien1@city.matsudo.chiba.jp

　保護第一担当室　電話　047-710-3059　

　保護第二担当室　電話　047-710-4345

　保護第三担当室　電話　047-710-3106   

　保護第四担当室　電話　047-704-3986

民
生
委
員
の
役
割
を
深
く
知
ろ
う
！

令和５年度 高齢者部会活動予定

担当月 担当 内容 担当月 担当 内容

4 月
松戸・明第

１・明第２
介護保険制度・介護申請他 10 月

新松戸・高

木・常盤平

（施設見学）特別養護老人ホ

ーム明尽苑

6 月
明第３・明

第４・矢切

高齢者見守り活動。認知症に

気づくには、気づいたときは。
12 月

常 盤 平 団

地・五香・

六実

（施設見学）千葉県福祉ふれ

あいプラザ

8 月
東 部 ・ 馬

橋・馬橋西

人生 100 年時代に向けたフ

レイル予防
3 月

小金北・小

金南・小金

原

今年度の活動の振り返りと

次年度へ向けて方針の検討

　

生
活
支
援
課
は
、
主
に
生
活
保
護
を
中

心
に
担
当
し
て
い
る
課
で
、
民
生
委
員
と

深
く
関
わ
り
が
あ
る
課
で
す
。

　

民
生
委
員
は
市
か
ら
依
頼
書
が
届
き
、

家
庭
訪
問
を
し
て
生
活
実
態
調
査
を
し
ま

す
。
そ
の
提
出
か
ら
決
定
ま
で
の
流
れ
な

ど
に
つ
い
て
、
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

〇
生
活
保
護
と
は
？

　

生
活
保
護
と
は
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

世
帯
の
最
低
限
の
生
活
を
、
法
律
に
基
づ

い
て
保
証
す
る
も
の
で
す
。
一
日
も
早
く

自
分
の
力
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
手
助
け

を
す
る
制
度
で
す
。

〇
相
談
か
ら
決
定
ま
で
の
流
れ

は
？

面
接
相
談
⬇
申
請
⬇
受
理
⬇
調
査
開
始

⬇
決
定

　

調
査
に
お
い
て
は
、
訪
問
調
査
の
ほ
か

に
資
産
調
査
・
病
状
調
査
・
扶
養
調
査
等

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
民
生
委
員
が
自
宅
に

調
査
に
う
か
が
い
ま
す
。
申
請
か
ら
決
定

ま
で
原
則
14
日
以
内
で
す
。
迅
速
に
決
定

で
き
る
よ
う
改
善
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
課
は
今
年
度
か
ら
１
課
４
室

編
成
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

   　
　

　

生
活
保
護
法
第
22
条
「
民
生
委
員
は
、

こ
の
法
律
の
施
行
に
お
い
て
、
市
町
村
長
、

福
祉
事
務
所
長
又
は
社
会
福
祉
主
事
の
事

務
の
執
行
に
協
力
す
る
。
」

　

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
保
護
課
長

通
知
「
民
生
委
員
等
の
関
係
機
関
へ
の
協

力
依
頼
事
項

①
福
祉
事
務
所
に
対
す
る
情
報
提
供
(
生

活
に
困
窮
す
る
者
の
氏
名
、
住
所
、
問
題

状
況
等
)

②
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
情
報
提
供
(
制

度
の
概
要
及
び
相
談
窓
口
)

　
　

　
　
　
　
　
　

Ｑ
　

＆
　

Ａ
　

Ｑ  　

今
年
度
、
２
課
か
ら
１
課
に
編
成

　
　

さ
れ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ
　
　

ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
以
外
の
業
務
を
集

　
　

約
し
効
率
化
を
図
り
、
ケ
ー
ス
ワ
ー

　
　

カ
ー
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
で

　
　

の
人
員
不
足
対
策
や
意
思
決
定
を
標

　
　

準
化
す
る
た
め
等
で
す
。

Ｑ  　

民
生
委
員
は
市
か
ら
の
依
頼
を
受

　
　

け
て
保
護
世
帯
を
訪
問
し
、
現
状
の

　
　

様
子
を
記
載
し
て
提
出
し
ま
す
が
、

　
　

提
出
し
た
内
容
は
読
ん
で
い
た
だ
い

　
　

て
い
ま
す
か
。

Ａ　
　

民
生
委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ

　
　

れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
丁
寧
に
読

　
　

ま
せ
て
い
た
だ
き
参
考
に
し
て
い
ま

　
　

す
。

Ｑ  　

民
生
委
員
が
報
告
書
を
提
出
す
る

　
　

前
に
決
定
が
下
り
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
　

す
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

Ａ　
　

生
活
保
護
法
第
24
条
３
項
「
保
護

　
　

の
実
施
機
関
は
、
保
護
の
開
始
の
申

　
　

請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
保
護
の
要
否
、

　
　

種
類
、
程
度
及
び
方
法
を
決
定
し
、

　
　

申
請
者
に
対
し
て
書
面
を
も
っ
て
、

　
　

こ
れ
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

　
　

第
５
項
に
「
第
３
項
の
通
知
は
、
申

　
　

請
の
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
し

　
　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
以
下
略
）
」

　
　

と
あ
る
た
め
、
民
生
委
員
の
皆
さ
ん

　
　

へ
の
回
答
を
い
た
だ
く
前
に
決
定
を

　
　

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ  　

不
正
受
給
者
は
い
ま
せ
ん
か
。

Ａ　
　

市
民
か
ら
の
通
報
や
税
金
の
調
査

　
　

か
ら
不
正
受
給
が
発
覚
す
る
こ
と
も

　
　

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
正
受
給

　
　

に
対
し
て
は
厳
格
に
指
導
指
示
を
行

　
　

っ
た
う
え
で
徴
収
金
の
決
定
な
ど
を

　
　

行
い
ま
す
。

Ｑ　

松
戸
市
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る

　
　

点
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　
　

就
労
支
援
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

　
　

一
人
ひ
と
り
の
能
力
に
応
じ
て
様
々

　
　

な
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
い
た
だ

　
　

い
て
い
ま
す
。
ま
た
不
正
受
給
に
つ

　
　

い
て
も
専
門
の
職
員
を
配
置
し
警
察

　
　

Ｏ
Ｂ
と
チ
ー
ム
を
組
ん
で
取
り
組
ん

　
　

で
い
ま
す
。

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
者
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
和　

博
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
戸
地
区
）

　

高
齢
者
の
方
の
住
み
慣
れ
た
地
域

で
の
暮
ら
し
を
、
健
康
で
自
分
ら
し

く
、
少
し
で
も
長
く
続
け
ら
れ
る
た

め
に
、
見
守
り
や
ご
相
談
に
応
じ
ら

れ
る
よ
う
、
部
会
員
一
同
学
ん
だ
こ

と
を
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
部
会
の
特
徴

　

各
地
区
の
委
員
の
活
動
内
容
と
地
区
内

の
問
題
点
を
議
題
に
し
て
、
介
護
保
険
制

度
・
認
知
症
問
題
・
松
戸
市
内
の
ケ
ア
施

設
の
見
学
・
高
齢
者
の
疑
似
体
験
（
車
椅

子
・
足
腰
・
白
内
障
）
・
フ
レ
イ
ル
予
防

を
今
年
度
取
り
上
げ
る
。

○
部
会
の
活
動
目
標

　

高
齢
化
が
進
み
地
域
の
見
守
り
活
動
が

重
視
さ
れ
て
く
る
中
、
何
気
な
い
声
か
け

か
ら
挨
拶
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
た

つ
な
が
り
が
と
て
も
大
切
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。
見
守
り
対
象
の
方
々
に
必
要
な

情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
市
の
パ
ー

ト
ナ
ー
講
座
（
出
前
）
や
専
門
家
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
通
じ
て
学
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
児
協
各
部
会
・
連
絡
会
の
活
動
を
「
愛
の
小
鳩
」
65
号
か
ら
69
号
の

連
続
企
画
と
し
て
ご
紹
介
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ただいま握力測定中・・・ 保健師の方からフレイル予防の基本を学んでいます

　

８
月
の
部
会
定
例
会
を
取
材
し
ま
し
た
。
「
人

生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
た
フ
レ
イ
ル
予
防
」
と

題
す
る
健
康
推
進
課
の
出
前
講
座
で
し
た
。
フ
レ

イ
ル
予
防
（
フ
レ
イ
ル
・
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）

の
講
義
と
体
験
を
一
緒
に
受
け
ま
し
た
。

　

高
齢
者
部
会
で
は
３
名
で
ひ
と
つ
班
を
作
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
月
の
企
画
運
営
を
行
う
体
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。
委
員
一
人
ひ
と
り
が
、
部
会
活

動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

ま
し
た
。

　

取
材
中
に
名
和
部
会
長
よ
り
、
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
、
地
域
連

携
協
議
会
に
も
出
席
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
現

状
が
見
え
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
支
援
、

協
力
で
き
る
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
部
会
を
超
え
る
課
題
へ
の
高
い

問
題
意
識
を
感
じ
ま
し
た
。

取
材
ノ
ー
ト
か
ら

高齢者部会の皆さん

 
 

　



地区定例会で委員同士の連携を図っています 

地 区 民 児 協   活 動 紹 介 

「ふれあい会食会」

地
域
の
見
守
り
活
動
を
通
じ
、
地

域
の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。

「民生委員・児童委員の

日」に合わせて小金原商

店街で街頭啓発活動をし

ました

会
長
：
平
川　

茂
光　
　

直
近
の
委
員
数
：
30
名

町
会
・
自
治
会
数
：
12
町
会

小
中
学
校
：
小
学
校
４
校　

中
学
校
２
校

高
校
・
私
立
校
：
専
修
中
・
高
等
学
校

施
設
等
：
松
戸
市
運
動
公
園　

明
市
民
セ
ン
タ
ー　

明
第
二
地
区
社
協　

中
央
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
月
曜
日　

18
時
〜
20
時

会
長
：
星
野　

進　
　

直
近
の
委
員
数
：
34
名

町
会
・
自
治
会
：
23
町
会　

５
自
治
会　

計
28

小
中
学
校
：
小
学
校
６
校　

中
学
校
６
校

施
設
等
：
森
の
ホ
ー
ル
21　

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー　

常
盤
平
児
童
福
祉
館

県
立
つ
く
し
特
別
支
援
学
校　

県
立
西
部
図
書
館

21
世
紀
の
森
と
広
場

千
葉
西
総
合
病
院

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
３
土
曜
日

10
時
〜
12
時

高
木
地
区
民
児
協

会
長
：
廣
瀬　

昌
知　
　

直
近
の
委
員
数
：
13
名

町
会
・
自
治
会
：
１
自
治
会

小
中
学
校
：
小
学
校
２
校　

中
学
校
２
校

施
設
等
：
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー　

常
盤
平
支
所　

金
ケ
作
公
園

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
土
曜
日

15
時
〜
18
時

常
盤
平
団
地
地
区
民
児
協

　

昭
和
30
年
代
に
日
本
住
宅
公
団

（
現
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）
が
日
本
初

の
大
規
模
団
地
と
し
て
松
戸
市
金

ケ
作
の
一
部
を
開
発
し
、
名
称
を

常
盤
平
団
地
と
し
、
昭
和
35
年
４

月
に
入
居
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
京
成
線
の
金
ケ
作
駅
が
常
盤

平
駅
に
変
わ
り
、
昭
和
37
年
８
月

に
は
地
名
を
金
ケ
作
か
ら
常
盤
平

に
変
更
し
、
名
実
と
も
に
常
盤
平

団
地
と
な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

常
盤
平
団
地
も
他
地
区
と
同
様

に
高
齢
化
が
進
み
、
常
盤
平
団
地

地
区
民
児
協
委
員
一
丸
と
な
っ
て
、

会
長
：
山
本　

健
治　
　

直
近
の
委
員
数
：
27
名

町
会
・
自
治
会
：
13
町
会　

５
自
治
会　

計
18

小
中
学
校
：
小
学
校
３
校　

中
学
校
２
校　

高
校
：
県
立
松
戸
特
別
支
援
学
校

施
設
等
：
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー　

児
童
養
護
施
設
晴
香
園

ユ
ー
カ
リ
交
通
公
園　

小
金
原
中
央
公
園　

地
区
定
例
会
：
毎
月
第
２
木
曜
日

14
時
〜
17
時

　

明
第
三
地
区
は
、
上
本
郷
・
北

松
戸
・
南
花
島
・
竹
ヶ
花
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
上
本
郷
七
不
思
議

の
伝
説
や
市
指
定
無
形
文
化
財

「
三
匹
獅
子
舞
」
が
伝
承
さ
れ
る

歴
史
あ
る
街
で
す
。

民
生
委
員
活
動
の
ほ
か
地
区
社
協

に
協
力
し
、
親
子
を
対
象
に
「
明

ホ
ッ
ト
タ
イ
ム
」
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」
を
毎
月
開

催
、
毎
回
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
る

の
で
、
皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

「
結
婚
50
周
年
記
念
祝
賀
会
」

「
健
康
の
た
め
の
講
演
会
」
、
地

区
広
報
紙
「
あ
き
ら
東
」
の
発
行

等
、
行
事
の
中
核
を
担
い
活
躍
し

て
い
ま
す
。
秋
の
「
明
第
二
東
地

区
市
民
運
動
会
」
で
は
、
第
六
中

学
校
の
生
徒
さ
ん
と
も
協
力
し
、

楽
し
く
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
て
行
事
を
計
画
し
、

地
域
の
輪
を
広
げ
「
人
と
ひ
と
と

の
繋
が
り
が
深
ま
る
」
よ
う
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

　

今
期
、
約

半
数
の
委
員

の
入
れ
替
え

が
あ
り
ま
し

た
が
、
連
携

を
密
に
し
て

歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

明
第
三
地
区
民
児
協

　

高
木
地
区
民
児
協
で
は
、
各
担
当

者
が
友
愛
訪
問
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
方
々
に
、
暑
中
見
舞
い
な
ど

で
自
作
の
「
絵
手
紙
」
を
お
送
り
す

る
こ
と
が
、
こ
こ
十
数
年
の
継
続
事

業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
開
始
当
初
、
絵
手
紙
の
経
験

が
な
い
委
員
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

集
会
所
に
集
ま
り
、
東
委
員
（
故

人
）
の
指
導
を
受
け
、
「
下
手
で
良

い
、
下
手
が
良
い
」
と
お
互
い
慰
め

つ
つ
、
筆
を
持
ち
、
紙
に
向
か
い
ま

し
た
。
全
員
が
趣
味
と
し
て
継
続
し

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

年
に
一
度
の
集
ま
り
で
描
く
だ
け
で

も
・
・
。
気
が
つ
け
ば
当
地
区
の
恒

例
事
業
に
な
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
あ
る
委
員
が
、
友
愛
訪
問

を
し
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
の
で

ご
自
宅
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
息

子
さ
ん
か
ら
ア
ル
バ
ム
を
見
て
ほ
し

い
と
手
渡
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
開
く

と
自
分
が
描
い
た
コ
メ
ン
ト
付
き
の

絵
手
紙
が
丁
寧
に
貼
っ
て
あ
っ
た
と

の
こ
と
。
ご
家
族
か
ら
改
め
て
日
々

の
見
守
り
に
大
変
感
謝
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

各
委
員
は
、

絵
手
紙
に
ま
つ

わ
る
色
々
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
も

っ
て
い
ま
す
。

絵
手
紙
の
事
業

は
高
木
地
区
民

児
協
の
地
域
活

動
の
柱
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
今

後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

定例会での情報交換 

小
金
原
地
区
民
児
協

　

小
金
原
地
区
は
、
昭
和
40
年
代

に
開
発
さ
れ
た
団
地
を
中
心
と
し

て
発
展
し
、
以
来
50
余
年
。
当
時

の
団
地
は
希
望
者
が
多
く
入
居
困

難
な
時
代
で
し
た
が
、
今
で
は
空

室
が
多
く
な
り
、
地
域
の
児
童
生

徒
数
は
当
時
の
半
分
で
す
。

当
民
児
協
で
は
、
少
子
高
齢
化
の

中
、
地
域
の
実
情
を
理
解
し
、
問
題

を
共
有
し
な
が
ら
、
地
区
社
協
、
各

町
会
地
区
会
、
い
き
い
き
安
心
セ
ン

タ
ー
等
と
の
連
携
を
進
め
、
様
々
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
３
年
ほ
ど
活
動
を
縮
小
し
て
い

ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
今
年
度
は
本
格
的
に
活
動
に
注

力
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
招

待
す
る
茶
和
会
（
地
区
民
児
協
主

催
）
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
。
午
前

と
午
後
に
分
け
時
間
を
短
縮
す
る

な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。
ま

た
地
区
社
協
事
業
「
ふ
れ
あ
い
会

食
会
」
、「
ち
ょ
っ
と
い
っ
ぷ
く
」
、

「
お
や
こ
タ
イ
ム
」
へ
の
協
力
も

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
当
地
区
で
は
、
地
域
輸
送
車

両
「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

ー
」
が
令
和
４
年
11
月
か
ら
運
行
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
へ
の
住

民
参
加
の
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「ふれあい会食会」

常盤平市民センターでの

なごやかな「ふれあい会食会」
地区定例会では、毎月活発な議論が

おこなわれています

「第18回茶和会」

地域のコーラスグ

ループと懐かしい

歌を一緒に楽しみ

ました

他地区民児協との交流を

深めました
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